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          安全にお使いいただくために必ずお守り下さい

［表示について］
    警告    ：警告、注意を促す内容です。
    禁止事項：してはいけない内容を示しています。
    指示事項：しなければならない内容を示しています。

　  警告  以下の注意事項をお守りいただけない場合、人が死傷したり、
物的損害が発生する事が想定される注意事項を記載しています。

［  取り扱い注意事項］

   激しい衝撃（落下等）、振動を与えないで下さい。

   基板に異物（金属、燃えやすい物、液体）を接触させないで下さい。

   基板に不用意に触らないて下さい。静電気で故障したり、部品を破壊
　　する恐れがあります。基板は端の部分を持つ様にして下さい。

   ＬＥＤを近くで直視するのは避けて下さい。高輝度により目を傷めます。

   基板の改造をしないで下さい。又、指示以外の接続をしないで下さい。

   使用温度の範囲内で使用して下さい。

［   設置場所について］
　なるべく基板単体での使用は避け、適切なケースに入れて使用して
　下さい。

   基板は非防水です。屋外に設置する場合は雨水が掛からない様に
　　して下さい。

   ケースは、通風孔を設けるなどして、熱がこもらない設計として下さい。

   金属ケースは、基板部品に干渉してショートしない様にして下さい。
　　又、基板に擦る様に取り付ける方法は避けて下さい。レジストが
　　剥げてショートする恐れがあります。

   強い磁界、静電気が発生する場所には設置しないで下さい。

   本紙は大切に保管して下さい。



［内容物・付属品］
以下の内容物がありますが、表示仕様により入数が異なります。

基板
２桁基板 ３桁基板

フラットケーブル（ケーブル色は変更する事があります）
２コネクタ ３コネクタ

電源ケーブル（基板から電源までのケーブル長　１ｍ）
１コネクタ ２コネクタ ３コネクタ

通信ケーブル（ケーブル長　１ｍ）
５ピン ３ピン

表示仕様による内容および付属品一覧
表示桁 基板 電源ケーブル

２桁基板 ３桁基板 １コネクタ ２コネクタ ３コネクタ
２桁 １ ○
３桁 １ ○
４桁 ２ ○
５桁 １ １ ○
６桁 ２ ○
７桁 ２ １ ○
８桁 １ ２ ○

通信ケーブル
５ピン ３ピン

ＲＳ２３２ ○
ＲＳ４２２ ○

－１－



［構成］
本器は２桁と３桁の表示基版の組み合わせにより、２桁から８桁までの
７セグメント表示器を構成出来ます。組み合わせは以下の様になります。

基板シルク面について左下の表示を確認し、①～⑤ら位置の印と右下
の配置図を合わせて基板を並べて下さい。

左側 右側
２桁 ①　２桁
３桁 ①　３桁
４桁 ①　２桁 ②　２桁
５桁 ①　３桁 ③　２桁
６桁 ①　３桁 ③　３桁
７桁 ①　３桁 ③　２桁 ④　２桁
８桁 ①　３桁 ③　３桁 ⑤　２桁

３桁基板は２桁と３桁の間に連結コネクタがあります。
この部分の基板は力を加えると割れます。基板を
切り離さない様に注意して下さい。又、連結コネクタ
を外さない様にして下さい。

基板間接続
４桁以上は、２桁又は３桁基板同士の接続が必要です。付属のフラット
ケーブルを以下の様に接続して下さい。 ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ

４～６桁

７、８桁

コネクタの接続方法

　切欠きを 　　　　差し込んで
　合わせる 　　　　ロックを閉じる

　ﾛｯｸを開く
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［電源コネクタ］
各基板に電源ケーブルを接続します。電源は安定化されたＤＣ１２Ｖを使用
して下さい。

コネクタはツメのある側を上に
して奥まで挿しこみます。
外す場合はツメを押しながら
引き抜きます。

電源ケーブルは下表の様に極性を合わせて接続して下さい。
コネクタ ＭＯＬＥＸ　５５５７－０４Ｒ
ピン番号 ケーブル色 極性
１，３ 赤 ＋１２Ｖ
２，４ 黒 ＧＮＤ

　　　電源の極性を逆にしたり、異なる電圧の電源を接続しないで下さい。
　　　本器が故障したり、正常に動作しない原因になります。

本器の電源を入れると、約１秒間、ＬＥＤが全点灯してから消灯します。
その後は、［表示データのプロトコル］以降の要領でデータを受信する
内容を表示します。
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［通信コネクタ］
本器ではＲＳ２３２又はＲＳ４２２により外部機器と接続します。お求めの仕様
によりどちらかの接続となります。基板に図のシルクで確認出来ます。

○印のついている方の仕様となります。
この場合はＲＳ２３２の仕様を示しています。

ＲＳ２３２による接続
付属の通信ケーブルを基板上の左図の
コネクタに接続します。

　１ピン

コネクタ ＡＭＰ　０－１７１８２２－５
ピン番号 ケーブル色 信号

1 赤 ＴＸＤ 送信データ（未使用）
2 白 ＲＸＤ 受信データ
3 ＮＣ 未接続
4 ＋５Ｖ 表示器電源
5 黒 ＧＮＤ 接地

外部機器から本器へのデータはＲＸＤ（白いケーブル）に繋ぎます。
標準仕様ではＴＸＤ（赤いケーブル）は使用しません。
ＧＮＤ（黒いケーブル）も接続します。

ＲＳ４２２による接続
付属の通信ケーブルを基板上の左図の
コネクタに接続します。

下表のケーブル色と信号を合わせて
外部機器と接続します。

　１ピン

コネクタ ＡＭＰ　０－１７１８２２－３
ピン番号 ケーブル色 信号

1 赤 Ｂ 通信Ｂ
2 白 Ａ 通信Ａ
3 黒 ＧＮＤ 接地
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［表示データのプロトコル］

通信設定（ＲＳ－２３２／ＲＳ－４２２共）

ビットレート　９６００ｂｐｓ
データ幅 ８ｂｉｔ
バリティ なし
ストップビット　１ｂｉｔ

表示データ
文字
　文字コードはＡＳＣＩＩに準拠し、７セグメントで表示可能な以下の文字
　が表示可能です。

表中　ＨＥＸコードの上位が横、下位が縦

文字コード　２０ｈ～７Ｆｈまでの範囲となります。
文字が割り当てられていないコードはスペース
として扱われます。
２０ｈ～７Ｆｈ以外のコードは次項の制御コード
又は無視されます。
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カーソル
文字の表示位置を指し示しています。文字コードを受信すると、カーソル位置
に文字を表示し、カーソルが１文字右に移動します。最初は左端の位置に
あります。尚、カーソル自体は表示されません。
カーソルが表示桁の右端を越えた場合、それ以上の文字は無視されます。

　表示例
　文字 文字コード（ＨＥＸ）
　ＡＢＣ１２３ ４１，４２，４３，３１，３２，３３

小数点　２Ｅｈ　の表示について
他の文字（スペース含む）の後に２Ｅｈを受信すると、その文字の右下の小数
点が点灯し、カーソルが次の位置に移動します。カーソルが左端の位置で
２Ｅｈのみ受信すると左端は小数点のみとなります。
　表示例
　文字 文字コード（ＨＥＸ）
　１２３．４５ ３１，３２，３３，２Ｅ，３４，３５

制御コード
０Ｃｈ（ｃｌ） 表示を消去し、カーソルを左端に戻します。
　表示例
　文字 文字コード（ＨＥＸ）

　　ｃｌ　．１２ ０Ｃ，２Ｅ，３１，３２
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０Ｄｈ（ｃｒ） カーソルを左端に戻します。文字列の後にカーソルを左端に戻し
てさらに文字を受信するとその位置の文字が上書きされます。

　表示例
　文字 文字コード（ＨＥＸ）
　１２３４５　ｃｒ　ＡＢＣ ３１，３２，３３，３４，３５，０Ｄ，４１，４２，４３

１Ｂ　６２　ｘ　(ESC　ｂ　ｘ） 表示輝度を指定します。

ＬＥＤの輝度を指定します。ｘが０～５の範囲で数値が大きいほど明るく
なります。

文字コード（ＨＥＸ）
１Ｂ　６２　００ 最低輝度になります。
１Ｂ　６２　０４ 最高輝度になります。

文字単位で部分的に輝度を指定する事は出来ません。最後に指定した
のが有効となります。
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［主な仕様］
表示 ７セグメント配置白色ＬＥＤ　小数点あり
文字高 １４５mm
使用温度 ０～５０℃
表示文字 数字、アルファベットの一部、記号の一部（ASCIIコード）
外部端子 ＲＳ－２３２（５ピンコネクタ）　又は　ＲＳ－４２２（３ピンコネクタ）
電源 ＤＣ１２Ｖ
外形寸法 Ｈ２４０mm　Ｗ　各桁の幅は下表参照

桁 外形寸法　Ｗmm 重量　ｇ（ｹｰﾌﾞﾙ除く）
2 216 218 約10
3 324 314 約15
4 432 428 約20
5 540 524 約25
6 648 620 約30
7 756 734 約35
8 864 830 約40

大型汎用表示器
  第１版   ２０２２年５月

－８－

消費電力　W（全点灯時）


